
講師の手本を見つめる参加者 野菜を使いながら講義を行う稲葉信子さん

地元産の野菜を知ろう！
地産地消料理講習会と野菜入門【あなたもプチ野菜ソムリエ】開催

真剣に料理をする参加者

食生活を見直そう！
ヘルシー料理教室
2月5日・18日、保健センターでヘルシー料理教室
が開催されました。
「食事バランスガイド」を基本とした料理教室で、

自分の健康を見直すことを目的に開催。食生活と健
康に関する講話の後、町の特産物を使用した調理実
習を、ヘルスメイトたちと一緒に行いました。参加
者からは、「日頃からバランス良く栄養を摂取するこ
とが大切ですね。」と、健康に対する食の重要性を再
認識していました。

第2分団第3部の新しい消防自動車

新しい消防自動車をお披露目
第2分団第3部に消防自動車配備
2月25日、町役場正面玄関前で、町消防団第2分団第

3部消防自動車安全祈願・引渡式が開催されました。
町消防団では、平成16年2月以来の消防自動車の更新。

主な性能は、乗降性が良いため緊急時の出動や、ポンプ
の操作性向上に伴う火災発生時の消火活動がスムーズに
なるとのことです。同部の杉山部長は、「地域の皆さん
の生命・財産を災害から守るため、小回りの効いた防災
活動を展開していきたいです。」と話していました。
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また、午後からは、庁舎中会議室において農
業委員会・消費者友の会合同開催研修「野菜入
門～あなたもプチ野菜ソムリエ～」が行われま
した。
野菜ソムリエの資格を持つ稲葉信子農業委員

が講師となり、「地産地消」「食育」などへの理
解を目的として、栃木県産・上三川町産の野菜
の特徴や歴史・ルーツなどを、楽しく分かりや
すく講演。今後も「野菜入門」研修を開催し、さ
らに生産や流通の現場見学等を予定しています。

2月21日午前9時から、消費者友の会主催に
よる、地産地消のための料理講習会を実施しま
した。
同会では、毎年料理講習会を実施しており、

今回は中央公民館で、地元の野菜を使い、ツイ
ンリンク茂木のイタリアンシェフによる料理講
習会を開催。終始、和やかな雰囲気で行われ、
参加者は、「地元産の野菜を利用してこんなに
おいしい料理が出来るとは思いませんでした。」
と感心していました。



ランドセルカバーを手渡す交通安全母の会

新入学児童の交通事故を未然に防ごう
交通安全母の会がランドセルカバー配布
2月26日、上三川町交通安全母の会が新入学児童

用のランドセルカバー配布を行いました。
毎年交通安全母の会では、町内の全小学校へ黄色

いランドセルカバーを配布しています。交通安全母
の会の秋山会長は、「小学校1年生は、期待と不安を
抱きながら小学校へ通うと思います。ドライバーか
らも目立つので、通学時や下校時の交通事故を未然
に防げれば幸いです。」と話してくれました。

頭部をケガした時の包帯法を学ぶ参加者

いざというときの包帯法
交通安全協会女性部会が応急手当講習会
2月27日、庁舎中会議室で下野地区交通安全協会

女性部会上三川支部が石橋地区消防組合上三川分署
員の指導のもと、応急手当講習会を開催しました。
交通事故等に遭った際の応急手当が出来るように

と、三角巾を使用した包帯法を学びました。参加者
は、「何かあった際には役に立つので、一生懸命勉強
していきたい。」と真剣な表情で講習を受けていまし
た。

関係者によるテープカット

3月1日第1便出発！
上三川町巡回バス運行開始式
3月1日、役場正面玄関前で上三川町巡回バス運行

開始式が、開催されました。
式には、関係者の他、第1便に乗車しようと訪れ

た人たちなど50名が参加しました。
式終了後の第1便には、早速大勢の人たちがピン

クと黄緑のパステルカラーのバスに乗り初めをしま
した。
これから住民の人たちの、交通の『足』として活

躍が期待されます。

放水の準備をする消防団員

防災意識を高めよう
消防団・消防署・婦人防火クラブ合同消防演習
3月1日、明治中学校で防災意識を高め災害時の協

力体制を確立するため、消防団・消防署・婦人防火
クラブによる合同消防演習が行われました。
会場では、本番さながらに、消防団員や消防署員

による消火訓練や、避難訓練を実施。訓練の最後に
は県の防災ヘリコプターによる救出訓練が行われま
した。演習終了後は、婦人防火クラブの炊き出しに
よるおにぎりや豚汁が振る舞われ、参加者は、防災
の重要性を再認識していました。
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日ごろの練習を発表（社交ダンス）

最後の講座発表展示会
老人福祉センターで各種講座発表展示会
3月7日、老人福祉センターで各種講座発表展示会

が開催されました。
老人福祉センターで開催する講座展示会は、今回

が最後となり、350名が参加。プロも顔負けの陶芸
やふくべなどの創作物には、東京から訪れて鑑賞す
る人たちもいました。また、各種教室で練習をして
いるダンスや歌謡・民謡などの発表では、たくさん
の拍手が巻き起こり大盛況でした。

校長先生によるお手前おもてなし

卒業おめでとう
上三川中学校では、茶道を取り入れた卒業式
3月7日に中学校卒業式。3月18日には、小学校卒

業式が町内の各学校で行われ、中学生309名、小学
生363名が学舎を巣立っていきました。
上三川中学校では、『和の心』を持って巣立ってほ

しいという願いから、校長先生から生徒代表にお茶
が振る舞われました。校長先生は、「和敬清寂（心を
おだやかに相手を敬うこと）の心を持って巣立って、
これからの人生を歩んでほしいです。」と卒業生たち
にエールを送っていました。

ホタルが上陸するための場所作りをするホタルの会会員
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環境保全の希望の光を　～ひげ沼整備とホタルの幼虫を放流～
2月16日から、磯川緑地公園内で、ホタルの

会によるひげ沼の整備が行われ、3月14日には、
本郷中学校生徒たちと一緒にゲンジボタルとヘ
イケボタルの幼虫を放流しました。
昨年ホタルの会によるひげ沼整備によりホタ

ルが羽化したことから、本郷中学校では、磯川
に放流する目的で、昨年より生徒たちを中心に
ヘイケボタルの幼虫を飼育。今回ホタルの会と
一緒に放流を行い、幼虫が無事羽化すれば、5
月の下旬から2か月程ホタルの華麗な光が楽し
めそうです。


